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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成21年9月17日(2009.9.17)

【公開番号】特開2007-189227(P2007-189227A)
【公開日】平成19年7月26日(2007.7.26)
【年通号数】公開・登録公報2007-028
【出願番号】特願2007-3206(P2007-3206)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  39/04     (2006.01)
   Ｈ０２Ｈ   9/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ  39/04    　　　　
   Ｈ０２Ｈ   9/02    ＺＡＡＦ

【手続補正書】
【提出日】平成21年8月3日(2009.8.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　　このような方法と装置を使用すれば、特にデバイスが結合されている外部回路中の電
流を調整すべく、電力を調整できる。この外部回路を、過電流から保護する必要がある。
しかし前記の限流デバイスは、この装置の反応時間が比較的長く、かつ幾つかの用途では
不十分である欠点を免れない。更に電流の過負荷にて、超電導部材に局所的な過負荷（所
謂「ホットスポット」）が発生することがある。該ホットスポットは、この超電導体の寿
命を制限し、極端な場合には、超電導部材と、この装置の故障をもたらし得る。
　特許文献２に開示の超電導限流デバイスは、動作温度以上において相転移を生じない冷
却液を使用している。冷却媒体の不所望の蒸発は、蒸発抑制用のケースにより防止されて
いる。しかしながら、反応時間が長いと言う不利益が存在する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
【特許文献１】米国特許第５，３７９，０２０号明細書
【特許文献２】欧州特許出願公開１２１７７０８号明細書
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